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太田川の広島

毛
利
輝
元
の
広
島
城
築
城

広
島
の
起
源
は
し
ば
し
ば
、「
毛
利

輝
元
が
、
天
正
17
年
に
デ
ル
タ
上
に
築

城
し
た
の
が
１
０
０
万
都
市
広
島
の
出

発
点
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
語
ら
れ

る
。
輝
元
は
１
５
８
９
年
（
天
正
17
）
、

当
時
の
交
通
の
要
衝
で
あ
る
太
田
川
三

角
州
（
当
時
の
名
称
は
五
箇
村
）
に
、
土
台

づ
く
り
か
ら
始
ま
る
広
島
城
の
築
城
を

開
始
し
た
。

毛
利
輝
元
（
１
５
５
３
〜
１
６
２
５
年
）

は
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家

康
と
い
う
戦
国
時
代
の
三
英
傑
に
肩
を

並
べ
る
ほ
ど
の
武
将
。
稀
代
の
謀
将
と

い
わ
れ
る
元
就

も
と
な
り

を
祖
父
に
持
ち
、
１
５

６
３
年
（
永
禄
６
）
に
父
隆
元
が
急
死
し

た
た
め
、
11
歳
で
家
督
を
継
ぐ
。
若
年

の
た
め
元
就
が
実
権
を
掌
握
し
、
元
就

亡
き
後
も
叔
父
の
吉
川

き
っ
か
わ

元
春
、
小
早
川

隆
景
が
補
佐
役
を
務
め
た
。
こ
の
よ
う

な
生
育
環
境
の
た
め
か
、
安
芸
（
広
島
）

の
吉
田
郡
山
城
を
本
拠
に
土
豪
連
合
の

集
団
的
盟
主
か
ら
中
国
制
覇
を
成
し
遂

げ
た
祖
父
元
就
に
比
す
と
、「
お
坊
ち

ゃ
ん
育
ち
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
。

１
５
７
６
年
（
天
正
４
）
２
月
、
輝
元

は
将
軍
足
利
義
昭
を
か
く
ま
っ
た
こ

と
と
石
山
本
願
寺
の
戦
い
に
よ
っ
て
、

織
田
信
長
と
対
立
。
越
後
の
上
杉
謙
信

が
北
か
ら
織
田
を
牽
制
す
る
中
、
織
田

水
軍
を
破
り
大
勝
利
を
収
め
た
。
し
か

し
上
杉
謙
信
の
死
去
、
さ
ら
に
第
二
次

木
津
川
口
の
戦
い
で
鉄
甲
船
を
用
い
た

織
田
軍
の
九
鬼
嘉
隆
に
よ
っ
て
毛
利
水

軍
が
壊
滅
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
次
第
に

戦
況
は
不
利
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
人
生
何
が
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
。
１
５
８
２
年
（
天
正
10
）
６
月

２
日
、
秀
吉
と
の
備
中
高
松
城
攻
防
戦

の
最
中
に
本
能
寺
の
変
が
発
生
。
秀
吉

は
信
長
の
死
を
隠
し
た
ま
ま
和
睦
を
申

し
出
、
輝
元
は
危
機
を
脱
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
１
５
８
５
年
（
天
正
13
）
の
四

国
攻
め
、
翌
年
の
九
州
の
役
に
も
先
鋒

と
し
て
参
加
し
て
武
功
を
挙
げ
、
秀
吉

の
天
下
統
一
に
大
き
く
寄
与
。
豊
臣
政

権
五
大
老
の
一
人
に
任
じ
ら
れ
た
。

の
ち
に
輝
元
は
、
１
５
９
２
年
（
文

禄
元
）
か
ら
始
ま
る
秀
吉
の
２
度
の
朝

鮮
出
兵
に
も
、
主
力
軍
と
し
て
参
戦
。

秀
吉
の
死
後
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
石

田
三
成
率
い
る
西
軍
の
総
大
将
と
し
て

擁
立
さ
れ
た
。
結
果
は
、
徳
川
家
康
率

い
る
東
軍
が
勝
利
。
吉
川
元
春
の
三
男

広
家
の
取
り
な
し
に
よ
り
、
毛
利
本
家

の
改
易
は
避
け
ら
れ
た
も
の
の
、
輝
元

は
隠
居
、
所
領
は
嫡
男
秀
就
へ
の
周

防
と
長
門
２
カ
国
の
37
万
石
に
大
減
封

さ
れ
、
傾
国
の
将
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
。

し
か
し
、
家
臣
の
長
井
元
房
が
輝
元
の

没
後
に
殉
死
し
た
エ
ピ
ソ
�
ド
か
ら
は
、

実
直
で
人
間
味
の
あ
る
人
柄
が
浮
か
ぶ

の
で
あ
る
。

秀
吉
の
聚
楽
第
を
模
し
た
と
い
わ
れ

る
壮
大
な
城
は
、
明
治
維
新
後
の
城
取

り
壊
し
か
ら
も
逃
れ
、
創
建
当
時
の
歴

太田川の広島〈概説〉

案内してくださった太田川河川事務所調査設計第一課長 田中里佳さん
写真上の左奥が太田川上流。左側に祇園水門があり太田川放水路に、右へ大芝水門で市内派川に分派される。

都市に水の都が多いのは、河口部に開けたデルタが利用されるからでしょう。

その中でも、群を抜いたデルタ都市が広島です。

毛利輝元によって開発された近世都市は、水の恵みを受け入れ、

災害と闘いながら、1989年（平成元）広島城築城400年を迎えました。

広島にとっての里川、太田川を見直してみました。
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太田川流域の地質と断層
『太田川史』（建設省中国地方建設局太田川工事事務所 1993）、国土地理院基盤地図情報 ( 縮尺レベル 25000)「広島、島根、山口」

及び、国土交通省国土数値情報「河川データ（平成 20 年）」より編集部で作図

25 太田川の広島〈概説〉

史
を
語
る
貴
重
な
史
料
で
も
あ
っ
た
が
、

原
爆
投
下
に
よ
っ
て
あ
え
な
い
最
期
を

遂
げ
た
。

確
か
に
五
箇
村
は
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
平
城
の
必
要
性
は
、
戦
国
時
代
か

ら
近
世
社
会
へ
の
移
行
期
に
あ
っ
て
不

可
欠
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
築
城

後
４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
広
島
住

人
が
洪
水
、
高
潮
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
な
ぜ
輝
元
は
こ
の

地
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問

が
湧
い
て
く
る
。

秀
吉
と
広
島
城
の
関
係
を
記
し
た
文

献
に
『
川
角
太
閤
記
』
が
あ
る
。
秀
吉

に
仕
え
た
田
中
吉
政
の
家
臣
川
角
三

郎
右
衛
門
が
江
戸
時
代
初
頭
に
ま
と
め

た
と
い
わ
れ
る
秀
吉
の
実
録
で
あ
る
。

巻
４
に
「
毛
利
の
居
城
で
あ
る
吉
田
郡

山
城
が
堅
固
な
の
で
、
秀
吉
の
ブ
レ
�

ン
の
一
人
、
黒
田
孝
高
ら
を
通
じ
て
、

輝
元
に
山
城
の
不
便
さ
を
説
き
、
海
辺

に
平
城
を
築
く
よ
う
に
勧
め
さ
せ
た
。

輝
元
は
こ
の
言
に
従
っ
た
が
の
ち
に
後

悔
し
た
」
と
い
う
も
の
だ
。

田
中
吉
政

秀
吉
の
死
後
は
家
康
に
接
近
。
東
軍
で
戦
っ
た
吉
政

は
、
石
田
三
成
を
捕
縛
す
る
と
い
う
戦
功
も
あ
っ
て
、

筑
後
・
柳
河
の
国
主
に
な
っ
た
。
土
木
工
学
に
長
け
、

城
の
大
規
模
修
築
、
郡
上
八
幡
や
岡
崎
の
水
利
、
久

留
米
・
柳
河
往
還
の
整
備
、
慶
長
本
土
居
の
築
堤
な

ど
大
き
な
功
績
を
残
す
。

広
島
城
の
築
城
に
は
、
祖
父
元
就

の
庶
子
で
四
男
の
二
宮
就
辰
が
あ
た
っ

て
い
る
。
難
攻
不
落
の
山
城
吉
田
郡

山
城
を
出
て
、
広
島
進
出
を
渋
る
輝
元

に
、「
か
つ
て
は
敵
対
し
て
い
た
秀
吉

に
疑
い
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
行
動
を
取

ら
な
い
よ
う
に
」
と
諭
し
た
、
と
い
う

説
が
あ
る
。

し
か
し
、
反
論
も
あ
る
。『
毛
利
家

文
書
』
な
ど
の
信
憑
性

し
ん
ぴ
ょ
う
せ
い

の
高
い
一
次
史

料
に
は
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
記
述
が
な

く
、
天
下
統
一
が
な
っ
て
、
戦
が
治
ま

っ
て
く
れ
ば
商
工
業
に
便
利
な
平
城
の

ほ
う
が
よ
い
。
広
島
城
は
時
代
の
要
請

国土地理院発行の2万5千分の1地形図「広島」を掲載（27、29、31、33、35、37、39、41、43ページも同じ）
測図：1925年（大正14）　発行：1928年（昭和3）　

広島の干拓と埋立地の開発進展状況
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『太田川史』（建設省中国地方建設局太田川工事事務所 1993）をもとに編集部で作図 

右：干拓と埋立によって、広島という都
市が河口に形成されていったことがわか
る。
下：太田川流域の地層は、北東から南西
方向に断層が卓越している。通常、流域
の支川・本川は樹枝状模様を描くものだ
が、太田川の支川は断層に沿うように流
れ、本川は断層に直交するように流下す
るために、格子状になっている。
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太田川流域とダムの位置
『太田川史』（建設省中国地方建設局太田川工事事務所 1993）

国土地理院基盤地図情報 ( 縮尺レベル 25000)「広島、島根、山口」
及び、国土交通省国土数値情報「河川データ（平成 20年）

鉄道データ（平成 20 年）」より編集部で作図

に
合
っ
た
も
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

葦
の
繁
る
寒
村
だ
っ
た
当
時
の
状
況

を
考
え
れ
ば
、
便
利
さ
よ
り
も
困
難
の

ほ
う
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
し
、
輝
元

が
秀
吉
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、

敢
え
て
大
量
の
手
間
と
金
を
か
け
て
こ

の
地
に
築
城
し
た
、
と
い
う
ほ
う
が
説

得
力
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ

が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
輝
元
の
英
断
が

な
け
れ
ば
、
こ
の
都
市
の
今
は
な
か
っ

た
。
１
５
９
１
年
（
天
正
19
）
、
輝
元
は

長
年
に
わ
た
る
毛
利
氏
の
居
城
で
あ
っ

た
吉
田
郡
山
城
を
廃
し
て
、
ま
だ
工
事

中
だ
っ
た
広
島
城
に
入
っ
た
。
１
６
０

０
年
（
慶
長
５
）
に
移
封
さ
れ
、
福
島
正

則
が
入
封
し
て
く
る
ま
で
、
わ
ず
か
９

年
間
の
城
主
で
あ
っ
た
。

デ
ル
タ
都
市
・
広
島

中
国
山
地
の
西
部
に
位
置
す
る
冠
山

（
標
高
１
３
３
９
ｍ
）
に
端
を
発
し
た
太
田

川
は
、
平
野
に
出
る
と
６
筋
に
分
流
し
、

広
島
湾
に
向
か
っ
て
南
下
す
る
。

可
部
か
ら
祇
園
大
橋
辺
り
ま
で
は
海

抜
５
ｍ
の
下
流
低
地
。
そ
れ
よ
り
南
は

太
田
川
の
三
角
州
（
デ
ル
タ
）
で
低
湿
・

軟
弱
な
土
地
だ
っ
た
。
輝
元
が
築
城
を

開
始
し
た
と
き
に
は
、
海
上
に
点
々
と

島
が
浮
か
ん
で
い
る
状
態
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
手
始
め
に
、
城
の
上
手
に
あ
る

箱
島
（
現
・
白
島
）
で
分
流
す
る
本
流
と

神
田
川
（
現
・
京
橋
川
）
の
川
筋
を
固
定

す
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
た
、
と
記
録

に
あ
る
。

洪
水
や
高
潮
に
よ
る
水
害
も
多
発
し

て
い
る
。
１
６
１
７
年
（
元
和
３
）
の
大

洪
水
に
よ
っ
て
三
の
丸
の
東
北
郭
が
崩

れ
、
城
内
も
浸
水
。
破
損
箇
所
の
修
復

を
行
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
輝
元
に

代
わ
り
広
島
城
に
入
っ
た
福
島
正
則
は
、

咎
め
を
受
け
て
信
濃
国
に
移
封
さ
れ
て

し
ま
う
。

続
い
て
安
芸
及
び
備
後
８
郡
の
領
主

と
な
っ
た
浅
野
家
（
初
代
長
晟

な
が
あ
き
ら

）
は
、

幕
末
に
至
る
ま
で
安
泰
だ
っ
た
。
検
地

を
行
な
い
、
地
先
の
干
潟
が
次
々
と
干

拓
さ
れ
、
浅
野
氏
が
大
坂
か
ら
伴
っ
た

御
用
商
人
に
よ
っ
て
商
業
活
動
も
活
発

化
し
た
。

新
開
地
は
塩
分
に
強
い
綿
花
栽
培
に

用
い
ら
れ
、
大
坂
に
安
芸
木
綿
と
し
て

出
荷
さ
れ
た
。
１
８
８
０
年
（
明
治
13
）

官
営
の
広
島
紡
績
所
が
近
代
工
業
の
先

駆
け
と
な
っ
た
ほ
か
、
帝
国
人
絹
広
島

工
場
が
設
立
し
た
経
緯
は
、
こ
の
よ
う

な
繊
維
業
の
長
い
歴
史
が
あ
っ
て
の
こ

と
だ
。

鈴
木
充
広
島
大
学
名
誉
教
授
は
、
当

時
、
毛
利
が
中
国
貿
易
を
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
胴
木
と
呼
ば

れ
る
松
の
丸
太
を
軟
弱
地
盤
に
打
ち
込

ん
で
基
礎
と
す
る
技
術
は
、
中
国
・
杭

州
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
、
と
指

摘
す
る
。
ち
な
み
に
中
国
に
輸
出
さ
れ

て
い
た
の
は
、
硫
黄
の
ほ
か
、
刀
剣
や

扇
、
漆
製
品
と
い
っ
た
工
芸
品
だ
っ
た
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そ
う
だ
。

太
田
川
　
流
域
の
特
徴

太
田
川
流
域
を
、
気
象
や
地
質
か
ら

見
て
み
よ
う
。

中
国
山
地
の
西
部
に
は
豊
後
水
道
か

ら
湿
っ
た
風
が
入
り
や
す
い
た
め
、
上

流
で
は
沿
岸
部
の
1.5
倍
の
降
水
量
が
あ

る
。
気
温
も
、
温
暖
な
瀬
戸
内
海
性
気

候
の
沿
岸
部
に
比
べ
、
上
流
部
の
山
地

で
は
東
北
地
方
並
み
。
直
線
距
離
な
ら

わ
ず
か
25
㎞
、
川
の
全
長
で
も
１
０
０

㎞
足
ら
ず
の
川
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上

下
流
で
降
水
量
や
気
温
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
が
、
太
田
川
の
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
通
常
、
流
域
の
支
川
・
本
川

は
樹
枝
状
模
様
を
描
く
も
の
だ
が
、
太

田
川
の
支
川
・
本
川
は
格
子
状
に
な
っ

て
お
り
、
奇
異
に
感
じ
る
。
そ
の
理
由

は
、
北
東
か
ら
南
西
方
向
に
卓
越
し
て

い
る
断
層
に
あ
る
。
支
川
は
断
層
に
沿

う
よ
う
に
流
れ
、
本
川
は
断
層
に
直
交

す
る
よ
う
に
流
下
す
る
た
め
に
、
格
子

状
に
な
る
の
で
あ
る
。

太
田
川
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
湾
曲
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
—
と
い
う
声
を
よ
く

聞
く
。
河
川
改
修
で
真
っ
直
ぐ
に
さ
れ

た
川
を
見
慣
れ
た
目
に
は
、
曲
が
り
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
姿
に
、
川
本
来

の
美
し
さ
を
感
じ
る
人
が
多
い
の
だ
ろ

う
。地

質
は
、
太
田
川
が
曲
流
し
て
い
る

こ
と
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
上
流

は
段
丘
か
ら
隆
起
し
た
花
崗
岩
山
地
。

水
流
に
よ
っ
て
狭
く
深
い
谷
が
形
成
さ

れ
、
川
は
そ
こ
を
曲
が
り
な
が
ら
流
れ

下
る
。
特
別
名
勝
〈
三
段
峡
〉
は
、
押

ヶ
峠
断
層
の
断
層
線
に
沿
っ
て
流
れ
る

支
川
柴
木
川
の
強
い
浸
食
力
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
中
流
部
も
谷

底
平
野
で
、
広
い
平
野
部
が
な
く
、
川

は
谷
あ
い
で
や
は
り
蛇
行
を
繰
り
返
し

な
が
ら
流
れ
る
。

花
崗
岩
山
地
は
マ
サ
土
と
な
っ
て
風

化
す
る
た
め
、
急
峻
で
崩
壊
し
や
す
い
。

そ
の
た
め
、
太
田
川
流
域
は
、
山
か
ら

（
土
砂
）、
川
か
ら
（
洪
水
）、
海
か
ら
（
高
潮
）

と
い
う
三
重
苦
に
苦
し
ん
で
き
た
。
デ

ル
タ
地
先
に
新
開
地
を
つ
く
っ
た
こ
と

は
、
河
口
を
狭
め
、
洪
水
多
発
に
拍
車

を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
６
０
９

年
（
慶
長
14
）
の
大
洪
水
で
は
、
太
田
川

が
旧
流
路
（
古
川
）
か
ら
現
流
路
に
流
れ

を
変
え
る
ほ
ど
の
被
害
を
生
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
山
が
深
く
、
表
土
や
風
化

層
が
厚
い
こ
と
か
ら
「
水
持
ち
の
良
い

川
」
で
、
人
々
に
多
く
の
恩
恵
も
与
え

て
き
た
。
中
流
部
に
広
い
平
野
が
な
い

こ
と
は
、
大
き
な
町
が
開
け
な
い
の
で
、

水
田
や
工
場
と
い
っ
た
汚
染
源
が
少
な

い
と
い
う
、
水
質
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

太
田
川
改
修
の
歴
史

広
島
に
は
デ
ル
タ
地
帯
に
つ
く
ら
れ
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部分修正：1932年（昭和7）　発行：1933年（昭和8）　
戦争直前／軍需施設などが、白く消されている

太田川放水路の完成後 前 太田川河川事務所提供の資料をもとに編集部で作図

1944年（昭和19）9月洪水
放水路通水開始前放水路完成後

1972年（昭和47）7月洪水

三篠川 
古川 

根谷川 

太田川 

玖村（基準地点） 

 

流域平均2日雨量 298mm 
基準地点最大流量 6,700㎥/s 

氾濫面積 約2,200ha
被害家屋数 約12,000戸

流域平均2日雨量 309mm 
基準地点最大流量 6,800㎥/s 

氾濫面積 約200ha
被害家屋数 約1,000戸

氾濫区域は不明

氾濫区域

放水路建設中 

古川河道締切 
（昭和41～44） 

古川改修中 
（昭和43～56） 

放水路建設 
（昭和42概成） 
（昭和9～42） 

戸坂排水機場 
（昭和45概成） 
（昭和43～45） 

中流改修中 
（昭和23～55） 

木の根元に、1943年（昭和18）、1972年（昭和47）の浸水高さを
示す標識が立てられている。2005年（平成17）9月の台風14号で
も家屋の床上浸水被害を受け、対策工事が行なわれた。
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太田川の広島
た
都
市
と
い
う
宿
命
が
あ
っ
た
。
恵
み

と
と
も
に
、
災
害
も
も
た
ら
し
た
太
田

川
。１

８
９
６
年
（
明
治
29
）
河
川
法
が
制

定
さ
れ
、
１
９
１
０
年
（
明
治
43
）
第
一

次
治
水
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
太
田

川
は
こ
れ
に
含
ま
れ
ず
、
１
９
２
１
年

（
大
正
10
）
第
二
次
治
水
計
画
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
指
定
後

も
昭
和
に
な
る
ま
で
直
轄
事
業
は
開
始

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

土
砂
、
洪
水
、
高
潮
と
い
う
三
重
苦

の
災
害
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ

ど
だ
が
、
１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
、
１

９
２
３
年
（
大
正
12
）
、
１
９
２
８
年
（
昭

和
３
）
の
被
害
は
特
に
大
き
く
、
こ
れ

を
契
機
に
〈
太
田
川
改
修
期
成
同
盟
〉

が
発
足
、
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
）
帝
国

議
会
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
太
田
川
河

川
改
修
事
業
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
、
最
も
大
規
模
な
計
画
は
、

太
田
川
７
河
川
の
内
、
西
側
の
２
河
川

で
あ
る
山
手
川
と
福
島
川
を
利
用
し
た

〈
太
田
川
放
水
路
〉
開
鑿
計
画
で
あ
ろ

う
。
だ
が
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
）
、
戦

争
激
化
に
伴
い
放
水
路
建
設
は
中
断
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

建
設
の
中
断
中
に
も
大
き
な
災
害
が

頻
発
、〈
太
田
川
治
水
期
成
同
盟
会
〉

が
結
成
さ
れ
再
開
が
懇
願
さ
れ
た
。
終

戦
の
翌
年
に
は
再
開
に
向
け
た
準
備
が

始
め
ら
れ
た
が
、
計
画
さ
れ
た
当
時
は

旧
・
日
本
陸
軍
及
び
海
軍
の
要
望
も
あ

っ
て
、
用
地
取
得
も
ほ
ぼ
強
制
的
に
行

な
わ
れ
、
移
転
に
対
す
る
補
償
に
も
納

得
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
建
設

再
開
に
反
対
す
る
動
き
が
活
発
化
し
た
。

こ
の
調
停
は
、
建
設
省
（
当
時
）
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
、
１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）

（
昭
和
47
）
７
月
に
発
生
し
た
梅
雨
前
線

豪
雨
は
上
流
部
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

た
。
建
設
省
（
当
時
）
は
直
轄
管
理
区
間

を
拡
大
し
て
、
築
堤
や
護
岸
整
備
な
ど

で
未
改
修
地
点
の
改
良
に
着
手
。

ま
た
、
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）
に
は
、

従
来
の
計
画
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
こ
な

か
っ
た
多
目
的
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

を
事
業
に
組
み
込
ん
だ
。
こ
う
し
て
２

０
０
２
年
（
平
成
14
）
３
月
に
完
成
し
た

温
井
ダ
ム
（
滝
山
川
上
流
部
）
は
、
太
田
川

水
系
初
の
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
９
月
の
台
風

14
号
も
、
上
・
中
流
域
に
家
屋
の
床
上

浸
水
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ

の
対
策
と
し
て
、
限
ら
れ
た
事
業
費
を

有
効
か
つ
迅
速
に
活
用
す
る
方
法
と
し

て
、
連
続
堤
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、

輪
中
堤
の
整
備
や
、
輪
中
堤
に
宅
地
の

嵩
上
げ
を
組
み
合
わ
せ
た
整
備
を
行
な

い
、
順
次
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

洪
水
に
悩
ん
で
き
た
広
島
が
、
１
９

７
３
年
（
昭
和
48
）
、
１
９
８
２
年
（
昭
和

57
）
に
は
、
大
渇
水
に
見
舞
わ
れ
た
。

人
口
の
増
大
に
よ
る
水
道
用
水
の
需
要

増
と
、
河
川
水
の
電
力
利
用
に
よ
っ
て

水
量
が
減
少
し
た
の
が
原
因
で
あ
る
。

そ
こ
で
安
定
し
た
都
市
用
水
確
保
の

た
め
に
、
江
戸
時
代
に
建
設
さ
れ
た
小お

田だ

定
じ
ょ
う

用
水
の
取
水
口
で
あ
る
高
瀬
井
堰

を
、
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
）
可
動
堰
に

改
造
す
る
事
業
に
着
手
し
、
１
９
７
５

年
（
昭
和
50
）
高
瀬
堰
が
完
成
し
た
。
高

瀬
堰
の
目
的
は
、

ま
で
５
年
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
）
か
ら
は
、
太

田
川
・
放
水
路
分
流
点
に
お
け
る
可
動

堰
の
建
設
が
始
ま
り
、
太
田
川
放
水
路

（
の
ち
に
本
川
）
起
点
に
は
祇
園
水
門
が
、

旧
太
田
川
（
放
水
路
分
派
後
、
さ
ら
に

市
内
派
川
（
天
満
川
・
元
安
川
・
京
橋
川
・
猿

猴
川
〈
え
ん
こ
う
が
わ
〉）
に
分
派
）
に
は
大

芝
水
門
が
建
設
さ
れ
た
。
二
つ
の
水
門

は
、
矢
口
第
１
水
位
観
測
所
（
安
佐
北
区

口
田
１
丁
目
）
の
観
測
値
に
よ
っ
て
連
動

し
、
平
水
時
（
平
常
時
）
は
大
芝
水
門
を

全
開
し
て
旧
太
田
川
に
水
を
流
し
て
祇

園
水
門
で
調
整
、
洪
水
時
は
逆
に
祇
園

水
門
を
全
開
し
て
太
田
川
放
水
路
に
水

を
流
し
て
大
芝
水
門
で
調
整
し
て
い
る
。

下
流
域
を
洪
水
か
ら
防
御
し
、
流
域
の

正
常
な
流
量
を
維
持
す
る
目
的
で
使
用

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
通
水
に
成
功
、

事
業
開
始
か
ら
36
年
か
か
っ
て
、
１
９

６
７
年
（
昭
和
42
）
に
完
成
し
た
。
そ
の

後
も
流
域
を
豪
雨
が
襲
っ
た
が
、
広
島

市
中
心
部
は
放
水
路
の
完
成
以
後
、
水

害
を
ほ
ぼ
免
れ
て
い
る
。

一
方
、
高
潮
対
策
は
１
９
５
９
年

（
昭
和
34
）
の
伊
勢
湾
台
風
を
機
に
、
低

地
高
潮
対
策
の
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
、

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
）
か
ら
、
高
潮

堤
・
河
川
堤
防
の
築
堤
や
嵩
上
げ
が
始

ま
り
、
下
流
部
・
下
流
デ
ル
タ
の
治
水

事
業
が
進
行
し
た
。

し
か
し
、
上
流
部
の
治
水
整
備
は
手

つ
か
ず
に
近
い
状
態
で
、
１
９
７
２
年

流量の分配図と上水利用

太田川河川事務所提供の資料及び、『太田川史』 
（建設省中国地方建設局太田川工事事務所 1993） 

をもとに編集部で作図 
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流量の分配（平成19年）
河川整備基本方針の策定に伴い、上流
域におけるダム計画と河道改修事業な
どの最適化を行なった結果、玖村観測
所で8,000㎥/s、放水路に4,500㎥/s、
市内派川に3,500㎥/sとする分流計画
とした。  



A 

A’ 

1 

2 

3 

4 

0  

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

0 

(m) 

5 

50 

 

100 

 

150 

200 

250 

300 

 

350 

 

400 

 

T.P. 6.90 

T.P. 6.90 

洪水時に必要な堤防の高さで決まる範囲 

T.P. 5.70 

T.P. 5.70 

T.P. 5.40 

T.P. 5.40 

T.P. 4.40 
T.P. 5.00 

T.P. 5.00 

T.P. 2.00 

計画高潮位 

A-A’断面図（河川堤防整備前） 高潮堤防計画図 

計画堤防高 

地盤高 

朔望平均潮位 

計画偏差 

広島湾 

波高 

太
田
川
放
水
路 

太
田
川
放
水
路 

天
満
川 

天
満
川 

本
川（
旧
太
田
川
） 

本
川（
旧
太
田
川
） 

元
安
川 

元
安
川 

京
橋
川 

京
橋
川 

猿
猴
川

猿
猴
川

T.P. ：東京湾平均海面を0mとした高さの基準（標高）

広島駅

平和記念公園

原爆ドーム 県庁

横川駅

西広島駅

広島城

市役所

大芝水門

地盤高と高潮堤防高
太田川河川事務所提供の資料、国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「広島」及び、
国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、鉄道データ（平成20年）」より編集部で作図
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を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
江
の
川
の
土
師

は
じ

ダ
ム
か
ら
は
、
中
国
山
地
を
貫
く
導
水

ト
ン
ネ
ル
で
中
国
電
力
・
可
部
発
電
所

に
送
水
さ
れ
て
い
る
。

広
島
県
は
１
８
７
１
年
（
明
治
４
）
の

廃
藩
置
県
の
最
初
か
ら
、
広
島
市
は
１

８
８
８
年
（
明
治
21
）
市
制
が
制
定
さ
れ

た
と
き
か
ら
の
、
日
本
最
初
の
県
で
あ

り
市
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中
国
地
方

の
中
心
都
市
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ

れ
、
大
陸
へ
の
地
の
利
か
ら
も
世
界
に

開
か
れ
た
窓
で
あ
っ
た
こ
と
の
表
わ
れ

で
あ
る
。
軍
都
と
し
て
の
道
を
進
ん
だ

広
島
は
、
不
幸
な
経
験
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
市
内
を
流
れ
る
６
筋
の
川

は
、
市
民
に
希
望
を
与
え
復
興
の
力
に

寄
与
し
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
は
ず
だ
。

築
城
４
０
０
年
を
契
機
に
、
広
島
城

の
外
濠
の
水
は
、
旧
太
田
川
か
ら
導
水

さ
れ
、
循
環
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。軟

弱
地
盤
の
デ
ル
タ
に
都
市
を
築
こ

う
と
し
た
輝
元
の
突
拍
子
も
な
い
計
画

は
、
４
０
０
年
を
経
て
、
想
像
も
つ
か

な
い
ほ
ど
の
実
り
を
得
て
い
る
。
市
街

地
に
占
め
る
水
面
面
積
は
約
13
％
と
大

き
く
、
水
の
都
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

里
川
太
田
川
と
と
も
に
あ
る
広
島
は
、

ど
ん
な
未
来
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。

取
材：

２
０
１
１
年
４
月
５
日

１
　
固
定
堰
で
あ
る
高
瀬
井
堰
改
築
に

よ
っ
て
、
洪
水
疎
通
能
力
を
確
保
す
る
。

２
　
都
市
用
水
の
安
定
供
給
。

３
　
江ご

う

の
川
か
ら
の
分
水
（
中
国
電
力
・

可
部
発
電
所
へ
の
発
電
放
流
）
の
逆
調
整
（
発

電
量
に
よ
っ
て
変
化
す
る
流
入
量
を
ゲ
ー
ト
操
作

で
調
整
し
、
下
流
部
の
急
激
な
水
位
変
動
を
防
ぐ
）。

の
三
つ
で
あ
る
。
高
瀬
堰
完
成
に
先

立
っ
て
、
洪
水
時
の
分
派
流
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
、
旧
流
路
で
あ
る
古

川
の
締
め
切
り
工
事
も
１
９
６
９
年

（
昭
和
44
）
に
行
な
わ
れ
、
中
流
部
の
治

水
事
業
が
果
た
さ
れ
た
。
こ
れ
を
記
し

資料修正：1947年（昭和22）　発行：1947年（昭和22）　
終戦直後／軍需施設 の名称が消されている

て
、
中
国
最
古
の
王
朝
〈
夏
〉
の
皇
祖

と
い
わ
れ
、
儒
教
の
聖
人
の
一
人
で
治

水
に
功
績
が
あ
っ
た
禹
王
に
あ
や
か
り
、

太
田
川
改
修
記
念
碑
と
し
て
大
禹
謨
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。

太
田
川
　
悠
久
の
流
れ

広
島
は
太
田
川
下
流
域
の
三
角
州
に

形
成
さ
れ
た
町
で
あ
り
、
海
に
近
い
た

め
井
戸
か
ら
も
飲
用
水
を
取
る
こ
と
が

で
き
ず
、
住
民
は
川
水
を
飲
用
し
て
い

た
が
、
１
８
８
６
年
（
明
治
19
）
コ
レ
ラ

の
大
発
生
を
契
機
に
、
市
民
か
ら
水
道

建
設
の
要
望
が
高
ま
っ
た
。

折
し
も
安
芸
郡
牛
田
村
（
当
時
）
一
帯

は
、
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
か
ら
の
富

国
強
兵
政
策
の
一
環
で
、
陸
軍
省
の
用

地
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
伴
な
い
、

１
８
９
８
年
（
明
治
31
）
広
島
軍
用
水
道
、

及
び
広
島
市
水
道
が
創
設
さ
れ
、
太
田

川
の
牛
田
水
源
地
に
浄
水
場
が
建
造
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
で
５
都
市
目
の

近
代
水
道
で
あ
る
。

水
力
発
電
で
は
１
９
１
２
年
（
明
治
45
）

に
亀
山
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
に
は

王
泊
ダ
ム
（
滝
山
川
・
滝
山
川
発
電
所
）
が
、

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）
に
は
立
岩
ダ
ム

（
太
田
川
本
川
・
打
梨
発
電
所
）
が
完
成
。
太

田
川
水
系
の
電
源
開
発
が
急
速
に
進
め

ら
れ
た
の
は
、
軍
事
都
市
で
あ
っ
た
か

ら
、
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
の
大
水
害

右ページ／上の写真は、24ページの写真と
続く場所で、右手が太田川上流。左側が祇
園水門で太田川放水路に、右側が大芝水門
で市内派川に分派される。下の図は、太田
川の流量と取水される分量。
左ページ／デルタ地帯に発達した都市の宿
命として、高潮への対策が求められる。
波高：河道内での波浪減退を考慮した高さ。
計画偏差：台風時の風による吹き寄せと気
圧低下による吸い上げのため通常の潮位よ
り上昇する高さ。




